
1991年出上の木簡

一
九
九

一
年
出
上
の
木
簡

概

要

本
号
に
は
、
昨
年
度
の
研
究
集
会
で

「
一
九
九

一
年
木
簡
出
土
遺
跡
」
と
し

て
報
告
さ
れ
た
も
の
を
中
心
に
、
そ
の
後
九

一
年
度
末
ま
で
に
新
た
に
木
簡
が

出
土
し
た
遺
跡
を
加
え
、
総
数
四
三
遺
跡
の
木
筒
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
い
つ
も
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
発
掘
調
査

・
遺
物
整
理
及
び

そ
れ
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
処
理
な
ど
で
、
ご
多
忙
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

貴
重
な
報
告
を
い
た
だ
い
た
関
係
機
関
、
な
ら
び
に
発
掘
調
査
担
当
者

・
執
筆

者
の
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
変
わ
ら
な
い
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

本
号
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
木
筒
の
出
土
遺
跡
及
び
そ
の
出
土
木
簡
は
、

別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
時
代
的
に
み
れ
ば
、
今
年
度
も
数
的
に
は
古
代
の
木

簡
が
大
多
数
で
あ
る
が
、
中
世

・
近
世
の
報
告
例
も
増
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

中
で
も
、
中
世
以
降
の
呪
符
木
簡
の
報
告
例
は
今
年
度
は
比
較
的
多
く
、
地
域

的
に
は
ほ
ぼ
全
国
に
及
ん
で
い
る
。
ま
た
、
遺
跡
の
種
類
も
都
城

・
官
衛
だ
け

で
な
く
、
集
落

。
寺
院

・
荘
園

・
生
産
地
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
今
後
、

こ
れ
ら
の
遺
跡
の
性
格
を
解
明
す
る
上
で
大
き
く
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
各
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
を
概
観
し
た
い
。

ま
ず
、
都
城
出
土
木
簡
で
あ
る
が
、
今
回
は
、
藤
原
官
跡
、
平
城
官

・
京
跡
、

長
岡
京
跡
の
三
カ
所
か
ら
報
告
が
寄
せ
ら
れ
た
。

藤
原
官

・
京
跡
の
調
査
で
は
、
今
回
も
大
宝
今
以
前
の
も
の
が
出
土
し
て
い

る
。

中
で
も
、

飛
鳥
池
遺
跡
で
出
土
し
た
木
簡
に
は
、
「湯
評
大
井
五
十
戸
」

と
書
か
れ
た
も
の
が
あ
り
、　
一
里
＝
五
十
戸
制
の
施
行
と
も
絡
み
、
今
後
議
論

を
呼
ぶ
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、
備
中
国
を

「吉
備
道
中
国
」
と
表
記
し
た
も
の

も
あ
り
、
す
で
に
大
宝
令
以
前
に
吉
備
は
三
つ
に
分
か
れ
て
い
た
可
能
性
す
ら

う
か
が
わ
せ
る
。　
さ
ら
に

「大
伯
皇
子
官
」

「
石
川
宮
」
と
表
記
す
る
も
の
が

あ
り
、
編
纂
史
料
に
は
見
え
な
い
皇
族
の
官
の
名
も
あ
る
。

平
城
官
跡
で
は
昨
年
度
は
出
土
が
な
か
っ
た
が
、
式
部
省
東
官
行
の
調
査
が

行
な
わ
れ
、
四
七
九
四
点
も
の
出
土
を
み
た
。
そ
の
内
、
四
七
〇
五
点
は
削
暦

で
、
以
前
出
上
の
式
部
省
関
係
木
簡
と
同
様
、
考
課
に
関
す
る
内
容
の
も
の
が

大
多
荻
を
占
め
た
。
た
だ
、
中
に
は
武
則
天
の
尊
号
を
記
し
た
も
の
や
、
知
造

難
波
宮
司
に
関
す
る
木
簡
も
あ
り
、
多
岐
に
わ
た
る
。　
ま
た
、

Д
［人
親
王
」

「新
田
部
親
王
」

「故
吉
備
内
親
王
」
と
見
え
る
も
の
も
あ
り
、
彼
ら
の
家
政
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1991年出上の木簡

機
関
の
職
員
の
考
課
に
か
か
わ
る
木
簡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

長
岡
京
跡
出
土
木
筒
で
は
、
右
京
第
三
八
六
次
調
査
の
も
の
が
注
目
さ
れ
る
。

特
に
、

「考
所
」
と
書
か
れ
た
も
の
は
、

過
去
の
調
査
で
も
出
上
し
て
い
る
が
、

今
回
の
調
査
で
は
二
点
出
上
し
て
お
り
、
二
点
と
も
請
飯
を
内
容
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、

「考
所
」
の
性
格
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
今
後
の
調

査
の
進
展
で
、
解
明
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

寺
院
関
係
で
は
唐
招
提
寺
出
土
木
簡
が
注
意
さ
れ
る
。
出
土
し
た
の
は
わ
ず

か
四
点
に
す
ぎ
な
い
が
、
新
田
部
親
王
没
後
で
寺
建
立
ま
で
の
移
行
期
に
何
ら

か
の
公
的
な
役
割
を
持

っ
た
施
設
の
存
在
を
う
か
が
わ
せ
る
。

城
柵
関
係
で
は
、
今
回
も
多
賀
城
跡
か
ら
報
告
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
合
計

四
五
点
の
出
上
が
あ

っ
た
が
、
本
文
で
は
注
目
さ
れ
る
八
点
に
つ
い
て
釈
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
米
の
支
給
を
勤
務
日
数
に
応
じ
て
行
な
っ

て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
が
あ
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
対
す
る
支

給
か
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
軍
事
拠
点
に
お
け
る
城
柵
＝
国
府
の
役
割
を
暗
示

し
て
い
る
。

ま
た
、
今
回
の
報
告
の
中
で
特
異
な
古
代
木
筒
は
、
禁
制
と
出
挙
に
関
す
る

も
の
で
あ
る
。
兵
庫
県
袴
狭
遺
跡
で
出
上
し
た
禁
制
木
簡
に
は
条
里
に
よ
っ
で

田
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
何
か
の
告
知
札
と
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
官
城
県

の
田
道
町
遺
跡
で
出
上
し
た
延
暦

一
二
年
の
年
紀
の
あ
る
木
簡
に
は
、
「真
野

公
穴
万
呂
五
十
五
束
」
と
あ

っ
て
、　
一
年
に
貸
借
し
た
と
思
わ
れ
る
頴
稲
の
数

が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
出
挙
に
伴
う

一
種
の
帳
簿
と
み
ら
れ
て
お
り
、

在
地
に
お
け
る
出
挙
の
基
本
的
な
実
態
を
現
し
て
い
る
。
今
後
、
茨
城
県
鹿
ノ

子
Ｃ
遺
跡
で
出
上
し
た
漆
紙
文
書
の
一
つ
で
あ
る
出
挙
帳
様
式
と
の
類
似
と
相

違
だ
け
で
な
く
、
出
挙
の
行
な
わ
れ
方
な
ど
を
研
究
す
る
重
要
な
史
料
と
な
ろ

いｎノ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

そ
の
他
、
古
代
の
木
簡
で
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
滋
賀
県
湯
ノ
部
遺
跡
出
土

木
簡
で
あ
る
。
木
簡
に
は

「丙
子
年
十

一
月
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
共
伴
遺
物

か
ら
そ
の
年
代
が
六
七
六
年
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。　
し
か
も
、

「蔭
人
」
の
記

載
や
出
上
し
た
地
域
を
考
え
る
と
、
天
武
朝
に
初
期
蔭
位
制
の
存
在
が
想
定
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
書
き
止
め
に

「，裁
謹
牒
也
」
と
あ
り
、
令
制
の

「
以
昧
」
や

「故
牒
」
と
は
異
な
る
様
式
で
あ
る
た
め
、
近
江
冷
に
つ
い
て
も

う

一
度
考
え
直
す
史
料
と
な
ろ
う
。
今
後
、
出
土
地
点
、
出
土
決
況
、
共
伴
遺

物
、
釈
文
な
ど
も
合
め
、
総
合
的
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
、
古
代
だ
け
に
限

っ
て
も
注
目
す
べ
き
も
の
が
多
か
っ
た
。
中

・
近
世

で
は
、
主
と
し
て
呪
符
が
多
く
出
土
し
た
。
特
に
木
簡
出
土
報
告
初
出
の
遺
跡

に
多
く
、
呪
符
の
使
用
が
全
国
に
及
び
、
か
な
り

一
般
的
に
普
及
し
て
い
た
こ

と
を
物
語
る
。
そ
の
中
で
、
中
世
木
簡
で
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
例
の
な
い
呪
句
は
、

新
潟
県
山
田
郷
内
遺
跡
出
土
例
で
あ
る
「　
こ
こ
に
は
、

「百
鬼
打
返
」
と
い
う

文
言
が
見
え
て
お
り
、
従
来
か
ら
よ
く
あ
る

「急
急
如
律
令
」
や
符
篠
の
み
か

ら
な
る
も
の
よ
り
も
具
体
的
な
内
容
を
持

っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
呪
符
で
は
群

馬
県
内
匠
日
向
周
地
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
筒
に
は

「奉
龍
王
」
と
あ
っ
て
、

す
で
に
八
世
紀
の
段
階
で
後
世
の
龍
神
信
仰
に
結
び
つ
く
よ
う
な
信
仰
が
存
在



し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
出
土
し
た
地
点
も
含
め
て
、
古
代
の
民
間
の
祭

祀
や
呪
術
の
形
態
を
知
る
上
で
重
要
な
木
簡
で
あ
る
。

近
世
木
簡
の
中
に
は
、
今
回
で
二
例
日
の

「白
糸
」
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。

前
回
は

「慶
長
九
年
」
で
あ

っ
た
が
、
今
回
、
長
崎
県
興
善
町
遺
跡
で
出
土
し

た
木
簡
に
は

「寛
永
五
年
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
他
、
近
世
木
筒
の
中
で

比
較
的
珍
し
い
の
は
、
岡
山
県
吉
野
口
遺
跡
出
土
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は

忌
日
ら
し
き
も
の
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
故
人
の
追
善
か
法
要
に
用
い

ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

「慶
長
十
四
年
」

銘
の
鬼
瓦
も
出
土
し
て
お
り
、

近
世
初
頭
に
お
け
る
追
善
、
法
要
の
実
態
を
探
る
と
で
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
も
の
は
、
も
と
よ
り

一
部
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、

紹
介
す
る
上
で
理
解
不
足
か
ら
誤
解
し
て
い
る
も
の
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
思

う
が
、
ご
容
赦
願
い
た
い
。
な
お
、
九

一
年
と
そ
れ
以
前
に
木
簡
が
出
上
し
た

遺
跡
の
う
ち
、
種
々
の
事
情
か
ら
今
回
収
載
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
、
京

都
府
高
内
親
谷
窯
跡

・
兵
庫
県
赤
穂
城
本
丸
跡

。
石
川
県
横
江
荘
家
跡

。
宮
城

県
山
王
遺
跡

・
山
形
県
月
記
遺
跡

。
広
島
県
尾
道
遺
跡

・
佐
賀
県
姉
川
城
跡

・

同
県
城
原
三
本
谷
南
遺
跡
な
ど
が
あ
る
。
ま
だ
他
に
も
掌
握
で
き
て
い
な
い
遺

跡
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
本
誌
で
は
で
き
る
だ
け
補
足
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
の
で
、
関
係
機
関
な
ら
び
に
読
者
諸
氏
に
情
報
収
集
の
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（土
橋

誠
）

凡

例

一
、
以
下
の
原
稿
は
各
木
筒
出
土
地
の
発
掘
機
関

・
担
当
者
に
依
頼
し
て
、
執

筆
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
体
裁
お
よ
び
釈
文
の
記
載
形
式
等
に

つ
い
て
は
編
集
担
当
の
責
任
に
お
い
て
調
整
し
た
。

一
、
遺
跡
の
配
列
は
ほ
ぼ
奈
良
時
代
の
五
畿
七
道
の
順
序
に
準
じ
た
。

一
、
釈
文
の
漢
字
は
お
お
む
ね
現
行
常
用
字
体
に
改
め
た
が
、

「貧
」

「
證
」

「龍
」
「廣
」
「蓋
」
「應
」
等
に
つ
い
て
は
正
字
体
を
使
用
し
、
異
体
字
は

「非
」
「界
」
「奉
」
「妹
」
等
に
つ
い
て
の
み
使
用
し
た
。

一
、
釈
文
下
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
木
筒
の
長
さ

（文
字
の
方
向
）
ｏ
幅

・
厚
さ

を
示
す
（単
位
は
ミ
，
メ
ー
ト
ル
）
。
欠
損
し
て
い
る
場
合
の
法
量
は
括
弧
つ

き
で
示
し
た
。
そ
の
下
の
三
桁
の
数
字
は
型
式
番
号
を
示
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ

れ
の
発
掘
機
関
で
の
木
筒
の
通
し
番
号
は
最
下
段
に
示
し
た
。

一
、
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る

（六
頁
第
１
図
参
照
）
。

「　
」
　

　

木
簡
の
上
端
な
ら
び
に
下
端
が
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と

を
示
す

（端
と
は
木
目
方
向
の
上
下
両
端
を
い
う
）。

＜
　
　
　
　
木
簡
の
上
端

・
下
端
に
切
り
込
み
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

ミ
ミ
　
　
　
抹
消
さ
れ
た
文
字
で
あ
る
が
、
字
画
の
あ
き
ら
か
な
場
合
に

限
り
原
字
の
左
傍
に
付
し
た
。

ｏ
　
　
　
　
穿
孔
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

■
■
園
一　
　
抹
消
に
よ
り
判
読
困
難
な
も
の
。




